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平城宮跡の整備(8)

平城宮跡発掘調査部

1977年度の宮跡整備は，来

院南門基壇復原整備，第２次

内裏内郭築地'''1廊基鯉復原整

備，潅水施設，水路改修，宮

内道路造成，苑路整備，内異

整備，柵工事および浄化WV改

修-[事を行なった。

東院南門基壇復原整備第３９

次発掘調査で確認された束院

甫門（SB5000）の基聴復原

を行なった。この門から束へ

約１００ｍについては，1974年

度に築地，嬬地および外濠を

開
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切石の両落溝を表示した。基壇'２１ｍはI陥貝11.5ｍとし，基聴rl1央に通る築地はプレキャ

(高さ60cm)を立てた。施工ば東西２ケ所の門跡（SB3700，SB7950）は，基壊上而を凝灰
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度に築地，嬬地および外濠を第１１ｘｌ平城宮跡整備図

復原表示している。また門より北に延びる桝内道路も約90ｍについて整備済承である。

第39次発掘調査では，火半部の一部に基聴膿{:と礎石の据えｲ､l･け痕跡を検出しているが，削

平が祷しく平而規模を確定する要素は少なかった。そこでこの門が，既に発掘調査で確認され

ている西而のrl~１門や南門とほぼ同規模のものと考えると，両而門は桁行５間，１７尺等間である

のに対し,東院南門では西側の迂lliI溝(SD5100）の位股から,＃〔四両端1111分の柱間を１５尺に縮

めていたものと考えた。なお梁行柱|川は前述の２門と同様15尺襟|剛として不都合はなかった。

以上のことから東院南門基壇は,東西26.91ｍ,南北13.58ｍの５間３)Tの規模を持つ凝灰岩晩上

積基壊（尚さ1.2ｍ）とし，南北両側の''1災３間分に段階（踏向l脈30cm，蹴上げ高24cm）を設けた。

基聴上面は中央３間分を凝灰岩切石敷で階段と扱統し，他はコンクリート叩き仕上げとし，壁

部分に地覆石を，扉11に店居敷・蹴放しを表示した。また発棚調査で検出した２箇の礎石をリ｜

上げて再川し，残り16箇については再川した２筒を原型とした礎石を製作し補充した。

ｉｌＩｊ基壊西側に迂171Iする溝については，ＩＭＩの南で東に折れﾙ〔一坊人路西側溝に接統するが，／ｋ

買収地であるため，門の両側23.5ｍを復原表示するにとどめた（卵１図Ａ，鮒２１XI）。

第２次内裏内郭築地回廊基壇復原整備1974度から始めた内郭築地Ｉｒ１Ｉ廊基塩復原は，1976年度ま

でに東楼基壇を含む東辺部について整備を完了している。今年度は第12次，７３次発掘調査で確

認されている築地I馴廊を東楼西端から両方へ15間分（約60ｍ）について延災した（第１１ＸＩＢ）ｏ

復原は昨年までと同じl:法とし，’''1廊南而は凝灰塔の埴上職基壊(I舟さ1.23ｍ）北面は凝灰岩
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敷とした。なお中央門（開門）の北側'''1廊部は，門の両側１間分まで造椛にならい敷石で平而

表示すると共に，プレキャスト版の尚さを75cmとし，３間幅の門規模の立而表示を行なった。

潅水施設昨年度までに内裏南部，大極殿・朝堂院および朝集殿地区について，自動散水装

侭の設置を終えている。今年度は内異北部と閣方外郭地区にスプリンクラー49韮を増設した。

これにより第２次内災朝堂院地区の潅水施設整備は一応完了したことになる。なお散水作動表

示板を管理棟に設撒し，散水操作管理の便宜を計った（館１悩ｌＣ）。

水路改修法華寺町から宮内に流入する水路の流量の琳加に伴ない，堤の崩壊箇所が多くな

って来ていた。そこでコンクリートＵ形ブロック('600mm）を川い，謹岸工聯を約125ｍについ

て実施した（第１図Ｄ)ｏその他，第２次朝堂院外周の大正時代に整備された水路謹岸の王石積

が２箇所（西側９ｍ，南側３ｍ）で崩壊したためこれを改修した（館１図Ｅ）。

宮内道路‘高城西而''-1門(佐伯門)から昨年度施行した宮内道路を，今年度は束へ約230ｍ延艮

した(第１１XＩＦ)ｏこの整備にあたり，第106次の発掘調査(昨年度施工端より東方100ｍ付近約740㎡）

を実施した結果，この地点では西面''1門のrll心線上に水路(SD8820）が存在し，その南側は築

地状の地山の尚まりが平行していた。そこで今年度は，道路''1副iを門中心線より北側８ｍに狭

め，その両側に側溝を復原表示した。側溝の外側は幅10ｍについて盛土張芝を施し，１本/40㎡程

度の樹木植戦を行なった。また，この宮内道路の東端から第２次内裏朝堂院地睦への歩道整備

として，幅貝２ｍの砂利舗装の苑路を約２９０ｍ造成し，緑陰帯の苑路と接続したほか，笠料館

東北部で約130ｍの苑路を造成し，資料館外周の歩道を整備した(第１図Ｇ）。
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その他内裏整備は佐紀池の北東部

4490㎡と第１次内裏地区の県道沿い2870

㎡の２ケ所について，聡士整地し1本/100

㎡軽度の植栽を行なった（鋪１凶Ｈ､Ｉ）ｏ

また施設管理上の要諦から，県市道と宮

内仮設道路との接続部10ケ所に車止めＭ１

を設置(第１図』）したほか覆陛地区に設

けていた,便所の浄化槽を１００人槽に改修

しその浄化能力の向上を計った（脇１図

Ｋ）。（渡辺脹史）
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東院南門｜内製凹廊跡｜瀧水施設｜水路改修｜内鯉釧lil宮内道路｜柵工‘Ｉｆ苑路盤肺｜浄化HlW改修
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